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2014年度に村岡家から本学院に寄贈された
＜村岡花子文庫＞の蔵書について、2015年 8 月
に水谷悟元中高部教諭を中心に、高等部卒業生
が基本的な蔵書目録を作成した。その作業過程
および蔵書の概要については「史料室だより」
No.85で水谷氏が紹介しているのでご覧いただ
きたい。続いて 9月からは筆者が図書 1冊ごと
に書誌事項、図書の状態などの再確認を行った
が、作業中に花子による図書への書き込み、挟
み込み、寄贈者からの献辞など思いがけない痕
跡を次々に発見、これらは彼女の人となりを示
すものとして詳しく目録に載せることにした。
2017年末これらの作業を一応終了した（現在の
総冊数は1168冊）。
花子はこれらの本をどのような思いで手に
取っていたのだろうか、その一部を紹介したい。
①　花子による書き込み
重要な意味を持つ図書には大胆にフェルトペ
ン、ときに赤で「保存本」「保存版」「重要」な
どと書き込んでいる。フェルトペンが発売され
る前の時代の図書にも記入されているが、花子
が後になって改めて書いたようだ。また本文中
に気になるところがあると自著だけでなく、献
本にも朱が入れられている。
　『翡翠』　片山廣子著　1916年　（登録No.8）　
「重要　門外不出」と見返しに赤のフェルトペ
ンで記入。この大胆な書き込みでいかに大切な
本であったかがわかる。
　『モーセが修學せし國』　M. ダッフ、N. ホー
プ著　安中花子訳　1919年　（登録No.25）
「大正 7 年10月30日甲府市英和女学校の寄宿
舎の一室にて訳了　赤坂にて　安中花子」と見
返しに記入、さらに表紙に朱書で「保存本　重
要」と書き込み。後に夫となる村岡儆三の福音
印刷所で印刷された大切な本である。
　『小鳥のささやき』　アームストロング著  
〔村岡花子訳〕　1926年（登録No.47）　「ミチヲ
チヤン…（中略）大正15年 9 月 1 日　道雄永眠
の夜」と見返しに記入。最愛の一人息子道雄を
疫痢で失った夜の慟哭が書き込まれている。
　『王子と乞食』（岩波文庫）マーク・トウェー
ン著　村岡花子訳　1945年（登録No.327）「昭
和21年12月　終戦後最初の本　花子」と表紙、
奥付の両方に記入あり。花子にとって戦後最初
に出版された本として岩波文庫から出たことに
思いが込められているのではないか。ちなみに
『王子と乞食』は最初、1927年に『世界家庭文
学大系』（平凡社）に収録された。
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　『若草物語』　オルコット著　村岡花子訳　
『少年少女新世界文学全集 9』に収録　1963年
（登録No.893）「保存版1963年（昭和38年） 3
月22には、出来あがる。愛情をこめて夫儆三に
ささげる」と箱に記入。夫儆三が亡くなる時
（1963年 2 月 6 日永眠）に手掛けていたことが
うかがえる。
『若草物語』中扉と箱の書き込み
これら表紙の大胆な「保存版」「保存本」さ
らに家族へのことばから、花子が各々の図書に
書かずにはいられなかった思いが伝わってくる。
②　花子以外による書き込み（献辞など）
花子の交友関係が偲ばれる筆録である。
　『幻の華』　伊藤燁子（白蓮）著　1919年（登
録No.22）「安中花子様　1919 .5 . 8.」。標題紙に
書かれた白蓮の献辞だけでなく本文中に花子に
よると思われる傍線、書き込みがある。
　『 河 明 り 』　岡本かの子著　1939年（登録
No.238）「呈　村岡花子様　昭和14年冬　かの
こに代りて　一平生」。岡本かの子は1939年 2
月に永眠。夫一平が妻に代りしたためたのか。
かの子、一平は岡本太郎の両親であるが、その
型破りな夫婦関係から思うとこの献辞にも考え
させられる。
　『和琴抄』　今井邦子著　1935年（登録No.182）
「著者　村岡花子様　恵存」。見返しに献辞、目
次に花子の印があり、さらに新聞に掲載された
書評が貼付。この書評の記事にも校正加筆。校
正は花子の癖だろうか、ほかの本でもよく見か
ける。
　『舩の夢』　内田百閒著　1941年（登録No.282）
百閒による花子への句が見返しに墨書。
「短夜の浪光りつ々流れ鳬（けり）　百閒　村
岡花子様」とある。
『舩の夢』大胆な墨書の句
③　図書に挟み込んであるもの・貼り込まれて
いた資料
村岡花子文庫展示コーナー企画展「村岡花子
文庫　書斎のなかの宝もの」（2017年度）で一
部紹介したが、花子の蔵書では手近にあるもの
が栞になり、また『和琴抄』でも紹介したよう
に書評記事などその図書と関連あるものが挟み
こまれ、あるいは貼り込まれていた。
　『野に住みて：歌集』　片山廣子著　1954年
（登録No.532）村岡花子宛「片山広子告別式通
知」の葉書と「片山ひろ子　昭和 4年ごろ　大
森にて」と裏書された写真一葉が貼付。1957年
廣子の告別式の知らせを受けてこの本を取り出
し、以前撮影された廣子の写真と一緒に葉書を
貼ったのだろうか。
『和琴抄』著者の献辞（左）と
貼り込まれた新聞記事（花子の書評・右）
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　『残されたる者』　吉屋信子著　1946年（登録
No.328）「お近くの例のお医者さんへ…」と書
かれた吉屋信子の名刺が貼付。メモを添えた本
をお使いの者が届けた情景が浮かぶ。
『残されたる者』に残された
著者・吉屋信子のメモ
　『惜しみなく愛は奪ふ』（角川文庫）有島武郎
著　1953年（登録No.502）
畳まれた壱圓札、 5枚が挟み込まれていた。
　『谷間の百合　上』　バルザック著　宮崎嶺雄
訳　1946年（登録No.337）「Whitman’s」チョ
コレートの箱に入っていた説明書が挟み込み。
花子はかなりの甘党だったようで、ほかの本に
もチョコレートの銀紙が挟まれていた。
『谷間の百合』と、Whitman’sチョコ 
レートの説明書
　『知と愛　上』　ヘルマン・ヘッセ著　高橋健
二訳　1951年（登録No.449）東急バスの使い
かけの回数券と押し花を発見。
『知と愛』に挟んであった、 
使いかけの回数券と押し花
　
また亡くなった道雄のためにそろえていた絵
本を基に始まった道雄文庫の図書には「道雄文
庫ライブラリー蔵書」のゴム印が押印され、中
には図書の背に分類番号の付与されたブックラ
ベル、ブックポケット・貸出カードが貼られた
ものもある。「図書出納管理当番表」、出版社が
作った目録カードなどもときに挟まっていた。
家庭文庫活動の片鱗が残っている。
④　自著に限られていた切り取り
コピー機など無く複写が容易でない時代に、
ほかに使用するため花子はページを切り取った
のか。切り取りのある図書には童話集が多く、
また赤鉛筆などで文章に書き込みがされている
ものもあり、読み聞かせなどのために書き換え
ていたのか。
「花子は本とペンによって近代を生き抜く力
を与えられた」（「史料室だより」No.85）と村
岡恵理のことばにあるが、まさに一冊一冊の本
と向き合った花子の姿が浮んでくる。
なお史料室では切り取られた箇所については
できる限りほかの図書館に複写を依頼し補填し
た。
※文中の（登録No.）は史料室で付与した登録
番号
【参考文献】　『アンのゆりかご　村岡花子の生涯』
村岡恵理著　新潮社　2011年
（かじた　まり　史料室ボランティア・
元大学図書館事務長）
